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今月の特集

巨大地震に備えよう
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愛は南から
　愛南町出身で、バスケットボール日本女子トップリーグのシャンソンV

マジックで活躍する近平奈
な お こ

緒子選手。平城小学校でバスケットボールを始

め、聖カタリナ女子高校在学中には年代別日本代表として「第 1回 U-17

世界選手権」(5 位 ) や「第 1回 3×3 ユース世界選手権」(3 位 ) を経験さ

れました。

　近平選手は、4月 26 日に町内で開催された

バスケットボール教室に参加し、「上手にな

る秘訣は、ほかの人よりも練習すること、チー

ムメイトでもライバルと思って競い合うこ

と。今日の経験を刺激にして、もっとバスケッ

トボールを楽しんでください」と子どもたち

にエールを送りました。

　所属チームでは 3シーズン目を迎える 20

歳の近平選手ですが、今後さらに経験を積ん

で 2020 年開催の東京オリンピックでの日本代表入りが期待されます。

　「バスケットボールで愛南町を盛り上げたい。バスケ教室などにも、ぜひ呼んでください」。近

平選手は熱意いっぱいに話してくれました。

町長の行動
4 月
16 日 新庁舎建設地元説明会
18日 全国史跡整備市町村協議会大会実行委員会（宇和島市）
19日 国立療養所大島青松園視察（高松市）
20日 砥部焼まつり（砥部町）
21日 行政協力員総会
22日 久万高原町道の駅開駅式（久万高原町）、内外情勢調査会宇和島支部懇談会（宇和島市）
23日 きなはいや杯クロッケー交流大会、県防犯協会連合会理事会（松山市）
24日 食生活改善推進協議会総会
25日 県プロスポーツ地域振興協議会総会（松山市）
26日 御荘 B&G海洋センター体育館リニューアル式典
28日 宇和島地方家畜衛生推進協議会監査、愛南町いやしの郷トライアスロン大会役員会
29日 全日本選抜相撲宇和島大会（宇和島市）、愛媛 FCマッチタウン（松山市）
30日 道路期成同盟会監査、町村会臨時総会・町村会全員連絡会（内子町）  など
　
5月
 4 日 一本松少年剣道大会
 7 日 日本食研訪問（今治市）
 8 日 南宇和猟友会総会
 9 日 宇和島地方家畜衛生推進協議会通常総会（宇和島市） 、県建設業協会南宇和支部総会
10日 県植樹祭（四国中央市） 
13 日 町体育協会総会
14日～ 16 日 産業厚生常任委員会視察研修（長崎県）など

愛南町の人口
平成 26 年 5 月 1日現在

10,772 戸世帯数 11,136 人男 12,603 人女23,739 人人口
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　山間地域ならではの棚田が広がる山出地区の田植えの風景です。同地

区では、先人たちが作り上げ残してくれた棚田をしっかりと受け継ぎ、

その美しい景観を守り続けています。(4月中旬 )

　民生委員児童委員として長年に

わたり活動され、昨年 12月の一斉

改選により退任された民家トラミ

さん ( 中川、写真左 ) と濱田かよ

子さん ( 樽見、写真右 ) が厚生労

働大臣特別表彰を受賞されました。

お二人は長年にわたり、地域福祉の

担い手として社会福祉の向上に尽

力され、その多大な功績が認められ、

この度の受賞となりました。

　正木地区の篠山 (1,065m) の山頂

付近で、今年もアケボノツツジが

淡いピンク色の花を咲かせ、多く

の登山者の目を楽しませました。

(4/20 頃～ 4月末頃 )

　障害者の社会参加や理解を深め

て交流の輪を広げようと、南宇和

障害者の社会参加を進める会主催

による「第 19 回あまなつコンサー

ト」が、ストックハウス平山寮で

開催されました。(4/26)

　南レク城辺球場で「第 31 回全

日本少年野球四国大会」が開催さ

れ、四国 4県の各予選を勝ち抜い

た中学生クラブチーム 8チームが

優勝をめざして熱戦を繰り広げま

した。優勝は、攻守のバランスの

良さが際立った善通寺東中クラブ

( 香川県 ) でした。(5/10、11)

お詫びと訂正
　本誌 5月号で平成 26年度当初予算の

概要を掲載しましたが、13 ページの円

グラフ内に記載のある歳出額「134 億

4,800 万円」は、「154 億 4,800 万円」

の誤りでした。

　お詫びして訂正します。
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巨
大
地
震
に
備
え
よ
う

　
平
成
26
年
3
月
14
日
午
前
2
時
6

分
、
伊
予
灘
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
（
M
）
6
.
2
の
地
震
が
発

生
し
、
内
海
地
域
で
震
度
5
弱
、
城

辺
、
一
本
松
、
西
海
地
域
で
震
度

4
、
御
荘
地
域
で
震
度
3
を
記
録
し

ま
し
た
。
幸
い
、
愛
南
町
で
は
大
き

な
被
害
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

あ
の
日
感
じ
た
恐
怖
を
教
訓
と
し
て

迫
り
く
る
巨
大
地
震
に
備
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
南
海
ト
ラ
フ
で
は
、
1
0
0
年

〜
1
5
0
年
の
周
期
で
東
海
、
東
南

海
、
南
海
地
震
の
震
源
域
が
連
動
し

た
M
8
ク
ラ
ス
の
地
震
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
1
9
4
4
年
に
昭
和
東
南

海
地
震
、
1
9
4
6
年
に
は
昭
和
南

海
地
震
が
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
地
震
発
生
か
ら
70
年
近
く
が
経
過

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
の
大
地
震

発
生
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。
国
の
地
震
調
査
委
員
会
の
試

算
に
よ
れ
ば
、
今
後
30
年
以
内
に
、

M
8
〜
9
ク
ラ
ス
の
地
震
が
70
%
程

度
の
確
率
で
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

御荘港

深浦漁港

14.7m

9.0m

各地の最大津波高（T.P.m）

愛南町における南海トラフ巨大地震による最高津波水位と津波の浸水域図

揺れによる
建物の

半・全壊棟数

津波による
建物の

半・全壊棟数

建物倒壊に
よる死亡者
数

土砂災害に
よる死亡者

数

津波による
死亡者数

避難者数
（地震発生から

1日後）

避難者数
（同1週間後）

避難者数
（同1か月後）

食品等不足量

1～ 3日後 4～ 7日後

食料 飲料水 食料 飲料水

3,083棟 3,618棟 52人 2人 1,247人 10,875人 8,683人 10,570人 42,629食 100,816ℓ 96,215食 204,080ℓ

愛南町における南海トラフ巨大地震による主な被害想定

　
昨
年
12
月
26
日
に
は
、
愛
媛
県
が
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
関
す
る
被
害
想
定
調
査
結
果
を
公
表

し
ま
し
た
。

　
愛
媛
県
地
震
被
害
想
定
調
査
の
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
と
は
、
発
生
頻
度
は
極
め
て
低
い
も

の
の
、
現
時
点
の
最
新
の
科
学
的
知
見
に
基
づ

き
想
定
さ
れ
た
、
南
海
ト
ラ
フ
で
発
生
し
う
る

最
大
ク
ラ
ス
（
M
9
超
）
の
地
震
の
こ
と
で
す
。

　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
〜
9
ク
ラ
ス
の
地
震
が

3
0
年
以
内
に
70
％
程
度
の
確
率
で
発
生
す
る

と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
次
に
最
大
ク
ラ
ス

（
M
9
超
）
の
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
正
し
く
恐
れ
、
日
ご
ろ
か
ら
備
え
る
」
こ

と
が
大
事
で
す
。

柏崎
漁港

9.2m

（平成25年12月 26日 愛媛県公表「西側ケース」）
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進
ん
で
い
ま
す
か
？
防
災
対
策

津
波
の
心
配
が
少
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
防
災
対
策
を
怠
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

　
3
月
14
日
の
伊
予
灘
地
震
発
生
後
、
町

教
育
委
員
会
が
町
内
の
当
時
の
小
学
校

5
、
6
年
生
（
3
7
2
人
）
と
中
学
校
1
、
2

年
生
（
4
0
5
人
）
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
結
果

が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
特
に
校
舎
が
内
陸
に
位
置
す
る
な
ど
、
津
波
が
到
来

す
る
可
能
性
が
低
い
学
校
で
は
「
避
難
グ
ッ
ズ
の
用
意

を
し
て
い
な
い
」
、
「
第
１
避
難
場
所
を
知
ら
な
い
」

と
回
答
す
る
割
合
が
高
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

避難
する気なし
28.9％

避難しなければいけ
ないと思いましたか

一人で避難 0.0%

来るかもしれない
66.0％結局しなかった

67.0％

家族と避難 4.1％ 思った 11.6％

思わな
かった
24.2％

必ず来る 9.0％

少し思った
64.2％

来ない
25.0％

実際、避難しましたか

避難グッズの用意は
していますか

実際、避難しましたか

第１避難場所を
知っていますか

用意
していない
47.3％

知っている
80.8％

知らない
19.2％

みんなで
確認している
41.9％

どこにあるか知らない
10.8％

　
1
9
9
5
年
に
起
こ
っ
た
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
2
0
1
1
年
3
月
の

東
日
本
大
震
災
と
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
違
う
た
め
、
津
波
が
発
生
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
地
震
発
生
地
の
状
況
や
環
境
は
違
い
ま
す
が
、
東
日
本
大
震
災

で
犠
牲
に
な
っ
た
方
の
死
因
は
、
津
波
に
よ
る
溺
死
が
92.
4
％
を
占
め
て

い
る
こ
と
に
対
し
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
建
物
の
倒
壊
等
に
よ
る
窒
息

や
圧
死
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
が

72
.
6
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

津
波
が
到
来
し
な
く
て
も
、
家

屋
等
の
倒
壊
や
家
具
等
の
転
倒

な
ど
の
危
険
性
は
潜
ん
で
い
ま

す
。
住
宅
の
耐
震
化
を
は
じ

め
、
家
具
等
の
転
倒
防
止
策
な

ど
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
と

と
も
に
、
災
害
用
備
蓄
品
を
ま

だ
準
備
し
て
い
な
い
方
は
す
ぐ

に
で
も
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、
75
％
の
児
童
・
生
徒

が
「
津
波
は
必
ず
来
る
」
又
は
「
来
る
か
も
」
と
回
答

し
て
お
り
、
津
波
に
対
す
る
危
機
意
識
は
比
較
的
高

く
、
町
が
取
り
組
む
防
災
学
習
の
成
果
が
出
た
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、「
第
１
避
難
場
所
を
知
ら
な
い
」と
回
答
し
た

児
童
・
生
徒
が
19.
2
％
、「
避
難
グ
ッ
ズ
が
ど
こ
に
あ

る
か
知
ら
な
い
」又
は「
用
意
し
て
い
な
い
」
と
の
回
答

が
58.
1
％
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
震
に
対
す
る
危
機
意
識

は
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
具
体
的
な
行
動
に
移
せ
て

い
な
い
傾
向
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

東日本大震災の
死亡原因

阪神淡路大震災の
死亡原因

焼死 7.4％焼死 1.1％

その他 12.2％圧死・倒壊死・その他
4.4％

不詳 2.1％

溺死
92.4％

窒息・圧死
72.6％

外傷性
ショック
7.8％

【国土交通省近畿地方整備局
ホームページより】

【内閣府ホームページより】

津波が来ると
思いましたか
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大
地
震
発
生
！
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う

〜
地
震
発
生
時
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
〜

2
〜
3
日
は
自
分
で

し
の
ぐ

　
地
震
発
生
後
の
数
日
間
は

水
、
食
料
に
加
え
、
電
気
や

ガ
ス
な
ど
の
供
給
が
途
絶
え

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
2

〜
3
日
は
自
分
で
し
の
げ
る

よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
生
活

必
需
品
（
非
常
用
品
）
を
備
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
無
理
を
し
な
い
」、「
助
け

合
う
」
、「
壊
れ
た
家
や
倒
れ

た
建
物
に
近
づ
か
な
い
」
こ

と
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
一

度
避
難
し
た
ら
、
役
場
か
ら

の
避
難
指
示
・
勧
告
が
解
除

さ
れ
る
ま
で
は
戻
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
（
忘
れ
物

を
取
り
に
帰
ら
な
い
。）。

正
し
い
情
報
に
基
づ
い

た
判
断
を
し
ま
し
ょ
う

　
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に

は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
役
場

等
か
ら
の
情
報
に
注
意
し
、

正
し
い
状
況
の
把
握
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　
役
場
か
ら
避
難
指
示
・
勧

告
等
が
で
た
ら
、
そ
れ
に
従

い
ま
し
ょ
う
。

　
ガ
ラ
ス
や
看
板
等
が
落
ち

て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
周
囲
の
確
認
を
忘
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　
隣
近
所
に
も
声
を
か
け
て

安
否
を
確
認
し
、
協
力
し

合
っ
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

大
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た

ら
火
の
始
末

　
地
震
発
生
直
後
に
無
理
を

し
て
火
を
消
し
に
い
く
と
危

険
で
す
。
火
の
始
末
は
地
震

の
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て
か
ら

で
も
十
分
間
に
合
い
ま
す
。

揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て
か
ら
落

ち
着
い
て
火
を
消
し
ま
し
ょ

う
。

突
然
大
き
な
揺
れ
に
襲

わ
れ
た
と
き
は
、
ま
ず

は
自
分
の
身
を
守
る
こ

と
が
大
切
で
す

　
丈
夫
な
机
や
テ
ー
ブ
ル
な

ど
の
下
に
も
ぐ
り
、
机
な
ど

の
脚
を
し
っ
か
り
と
握
り
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
頭
を
座
布

団
な
ど
で
保
護
し
、
揺
れ
が

お
さ
ま
る
の
を
待
ち
ま
し
ょ

う
。

　
食
器
棚
な
ど
に
の
せ
て
あ

る
も
の
や
テ
レ
ビ
な
ど
が
落

ち
て
き
た
り
す
る
の
で
、
そ

れ
ら
の
付
近
か
ら
離
れ
る
こ

と
も
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
屋
根
瓦
な
ど
が
落
ち
て
く

る
危
険
性
が
あ
る
の
で
、
慌

て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

15
分
以
内
に
避
難
を
完

了
し
ま
し
ょ
う

　
戸
を
開
け
て
、
避
難
の
た

め
の
出
口
を
確
保
し
ま
し
ょ

う
。

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発

生
時
の
想
定
で
、
愛
南
町
で

の
1
m
高
の
津
波
到
来
は
、

最
も
早
い
地
点
で
地
震
発

生
か
ら
14
分
後
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
15
分
以
内
に
避
難
を

完
了
で
き
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　
避
難
す
る
と
き
は
電
気
の

ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
り
、
ガ
ス

の
元
栓
は
閉
め
ま
し
ょ
う
。

　
非
常
持
出
袋
を
持
っ
て
、

歩
い
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
際
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
等

で
け
が
を
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
の
で
、
必
ず
靴
を
履
き
ま

し
ょ
う
。 5

〜
15
分

地
震
発
生

2
〜
5
分

半
日
〜
3
日

15
分
〜
半
日
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予
期
し
て
い
な
か
っ
た
事
態
が
発
生
す
る

の
が
災
害
で
す
。

　
万
全
と
い
え
る
防
災
対
策
は
な
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
で
き
る
こ
と
は
す
べ
て

や
っ
て
お
く
こ
と
が
自
分
自
身
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
の
最
大
被
害
想
定
で
は
、
地
震
に
よ
る
県
内

の
全
壊
家
屋
は
約
10
万
8
千
棟
、
建
物
倒
壊
や
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
約

7,
5
0
0
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
住
宅
の
耐
震
化
を
図
る
こ
と

で
、
揺
れ
に
よ
る
全
壊
棟
数
を
約
90
%
、
建
物
倒
壊
等
に
よ
る
死
者
数
を
約

95
%
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
耐
震
診
断
は
、
い
わ
ば
家
屋
の
健
康
診
断
で
す
。
こ
の
機
会
に
我
が
家
の

健
康
診
断
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

補
助
対
象
　
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
、
階
数
が
2
階
以
下

　
　
　
　
　
で
延
べ
床
面
積
が
5
0
0
㎡
以
下
の
一
戸
建
て
住
宅

補
助
金
額
　
耐
震
診
断
に
あ
っ
て
は
、
費
用
の
3
分
の
2
に
相
当
す
る
額
　

　
　
　
　 

（
限
度
額
2
万
円
）

※
こ
の
補
助
制
度
を
利
用
し
て
耐
震
診
断
を
受
け
た
方
は
、
改
修
に
つ
い
て

も
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。    

チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
防
災
グ
ッ
ズ

　
愛
南
町
で
は
、
「
約
2
万
4
千
人
の
町
民

の
命
を
守
り
、
つ
な
ぐ
」
を
合
言
葉
に
施
策

を
講
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
柱
の
一
つ
と
し
て

避
難
対
策
の
強
化
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
に
、
お
よ
そ
90
か
所
の
津
波
避
難
路
を
愛

媛
県
の
補
助
を
受
け
て
整
備
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
従
来
は
海
抜
10
m
以
上
と
し
て

1
5
0
か
所
指
定
し
て
い
た
津
波
一
時
避
難

場
所
を
、
国
の
被
害
想
定
見
直
し
を
受
け
、

平
成
24
年
度
に
指
定
基
準
を
海
抜
20
m
に
改

め
、約
1
7
0
か
所
に
指
定
し
直
し
ま
し
た
。

防
災
対
策
課
で
は
防
災
に
関
す
る
費
用
を

補
助
し
ま
す

補
助
対
象
　
緊
急
避
難
時
持
出
袋
、
懐
中
電
灯
、
応
急
手
当
セ
ッ
ト
、
保
存

　
　
　
　
　
水
、
保
存
食
の
5
品
目
を
揃
え
た
セ
ッ
ト

※
1
世
帯
に
つ
き
1
セ
ッ
ト
が
補
助
対
象
で
す
。
ま
た
、
本
事
業
及
び
平
成

16
年
度
に
城
辺
地
域
で
実
施
し
た
「
わ
が
里
づ
く
り
事
業
」
で
補
助
を
受
け

た
世
帯
は
補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

補
助
金
額
　
購
入
価
格
の
2
分
の
1
以
内
（
限
度
額
4,
0
0
0
円
）    

緊
急
避
難
時
持
出
用
品
セ
ッ
ト
を
備
え
ま
し
ょ
う

　
「
今
す
ぐ
起
こ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
」
と
備

え
を
後
回
し
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
備
え
が
な
く
て
困

る
の
は
自
分
自
身
で
す
。
備
蓄
や
緊
急
避
難

時
持
出
袋
は
、
今
す
ぐ
に
で
も
準
備
し
ま

し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
防
災
対
策
課
（
TEL
7
2
ー

0
1
3
1
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
ま
い
の
耐
震
化
を
図
り
ま
し
ょ
う

命
を
守
り
、
つ
な
ぐ

岩水地区の
津波一時避難場所
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テープカットする清水町長
写真左が近平奈緒子選手　

平
成
26
年
度
消
防
団
本
部
役
員
を
紹
介
し
ま
す

■
消
防
本
部
か
ら

体
育
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

■
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら

改修後の体育館アリーナ。フロアには
研磨やウレタン塗装を実施し、照明は
無電極ランプに取り換えました。

　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
平
成
26

年
度
愛
南
町
消
防
団
退
団
式
並
び
に

辞
令
交
付
式
」
が
行
わ
れ
、
退
団
者

の
前
副
団
長
兼
内
海
方
面
隊
長
の
島

本
善よ

し

行ゆ
き

さ
ん
と
前
一
本
松
方
面
隊
第

１
分
団
長
の
田
中
秀ひ

で

典の
り

さ
ん
に
感
謝

状
を
贈
り
、
新
任
幹
部
に
は
辞
令
を

交
付
し
ま
し
た
。

　
一
堂
に
会
し
た
町
消
防
団
本
部
役

員
に
対
し
、
清
水
雅ま

さ

文ふ
み

町
長
が
「
今

ま
で
以
上
に
自
主
防
災
組
織
の
方
々

と
連
携
し
た
避
難
訓
練
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
要
請

し
た
ほ
か
、
鷹
野
正ま

さ

志し

団
長
が
幹
部

　
平
成
26
年
３
月
に
改
修
工

事
が
完
了
し
た
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
、
菅
原
悟さ

と

志し

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
専
務
理
事
や
本
町
出

身
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
の
国

内
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
に
所
属
す
る
シ
ャ

ン
ソ
ン
Ｖ
マ
ジ
ッ
ク
の
近
平
奈な

緒お

子こ

選
手
な
ど
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
式
典
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
改
修
工
事
は
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
か
ら

２
，
１
４
０
万
円
の
助
成
を
受
け
て

行
わ
れ
、
屋
根
、
外
壁
塗
装
や
照
明

設
備
改
修
な
ど
の
ほ
か
、
町
身
体
障

町
　
か
　
ら
　
の
　
お
　
知
　
ら
　
せ

団
員
に
訓
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

平成26年度愛南町消防団本部役員

職　名 氏　名

団長 鷹野　正
まさ

志
し

副団長   竹場　　 央
ひろし

　〃 松岡　増
ます

幸
ゆき

内海方面隊長 高川　一
かず

幸
ゆき

内海副方面隊長 島内登
と

世
よ

樹
き

御荘方面隊長 小松　一
かず

好
よし

御荘副方面隊長 坂本　譲
じょうじ

司

城辺方面隊長 水本　幹
みき

雄
お

城辺副方面隊長 木村　俊
しゅんすけ

介

一本松方面隊長 保田　和
かず

文
ふみ

一本松副方面隊長   岡 　　 正
ただし

西海方面隊長 菅原千
ち

代
よ

郎
ろう

西海副方面隊長 福山　弘
ひろ

道
みち  4/

   13

害
者
協
議
会
の
要
望
に
よ
り
更
衣
室

出
入
口
の
段
差
解
消
や
ト
イ
レ
改
修

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

 4/
   26

　
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館
の
改
修
工
事
が
完
了

し
、
よ
り
快
適
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
や
体
力
づ
く
り
と

し
て
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

　

　
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
℡
７
２
―

１
１
１
７
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旧一本松　　
給食センター

「
町
有
施
設
」
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す

■
財
産
管
理
課
か
ら

え
ひ
め
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
保
健
福
祉
課
か
ら

ハ
ン
セ
ン
病
の
正
し
い
理
解
の
た
め
に

■
人
権
啓
発
室
か
ら

納骨堂では、清水町長が亡くなられた入所者の方々に慰霊
の意を込めて献花しました。

城辺中学校の生徒が唱歌「ふるさと」などを演奏し、施設
入所者の皆さんと交流を深めました。

　
愛
南
町
で
は
、
用
途
廃
止
し
た
町

有
施
設
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　

　
６
月
５
日（
木
）〜
20
日（
金
）

施
設
概
要（
い
ず
れ
も
建
物
で
す
。）

【
旧
内
海
給
食
セ
ン
タ
ー
】

　（
柏
７
１
７
番
地
）

・
構
造
　
鉄
骨
造
平
屋
建

・
建
築
年
　
平
成
８
年

・
建
物
面
積
　
３
０
２
･
０
０
㎡

【
旧
城
辺
給
食
セ
ン
タ
ー
】

　（
緑
乙
２
４
４
番
地
１
）

・
構
造
　
鉄
骨
造
平
屋
建

・
建
築
年
　
昭
和
54
年

・
建
物
面
積
　
６
８
４
･
８
６
㎡

【
旧
一
本
松
給
食
セ
ン
タ
ー
】

　（
一
本
松
５
１
２
１
番
地
１
）

・
構
造
　
鉄
骨
造
平
屋
建

・
建
築
年
　
昭
和
55
年

・
建
物
面
積
　
３
６
８
･
０
０
㎡

問
合
せ

　
財
産
管
理
課 

℡
７
２
―

７
３
１
０

　
障
害
の
あ
る
方
の
職
業
能
力
の
開

発
等
を
促
進
し
、
障
害
者
に
対
す
る

社
会
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
雇
用

の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
愛

媛
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン

タ
ー
主
催
に
よ
り
「
第
12
回
え
ひ
め

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
障
害
者
技
能
競

技
大
会
）」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

開
催
日
　
７
月
19
日（
土
）

場
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
愛
媛

募
集
期
間
　
〜
６
月
20
日（
金
）

競
技
種
目
　
ワ
ー
プ
ロ
、
箱
折
制
作

な
ど（
参
加
経
費
は
無
料
で
す
。）

※
そ
の
他
種
目
、
参
加
資
格
等
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

　
愛
媛
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
セ

ン
タ
ー

　
℡
０
８
９
―

９
８
６
―

３
２
０
１

　
ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理

解
し
よ
う
と
、
清
水
雅ま

さ

文ふ
み

町

長
を
は
じ
め
御
荘
中
学
校
と
城
辺
中

学
校
の
３
年
生
や
教
職
員
な
ど
41
名

が
「
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所 

大

島
青
松
園
」（
高
松
市
）
を
訪
問
し
、

交
流
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
愛
媛
県
人
権
対
策
協

議
会
の
主
催
で
、
８
月
23
日（
土
）に

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

る
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
事
前
学
習
会
と
し

て
実
施
さ
れ
、
現
地
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
や
施
設
入
所
者
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
正
し
い

理
解
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
学
習
会
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
こ

と
や
有
効
な
治
療
薬
が
な
か
っ
た
時

代
に
続
い
た
偏
見
・
差
別
、
人
権
侵

害
の
長
い
歴
史
に
つ
い
て
大
島
青
松

園
の
本
田
久ひ

さ

夫お

氏
と
磯
野
常じ

ょ
う
じ二
氏

（
と
も
に
愛
媛
県
人
会
）か
ら
体
験
談

を
聞
き
、
参
加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。

 4/
   19
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平成26年度の各地域の行政協力員及び副行政協力員をお知らせします
■総務課から

地区名 行政協力員氏名

菊川第１ 輔　田　敏
とし

　行
ゆき

菊川第２ 桐　林　嘉
か

久
く

一
いち

菊川第３ 尾　﨑　光
みつ

　由
よし

菊川第４ ○西　川　忠
ただ

　男
お

平　山 ○小野山　浩
ひろ

　司
し

長　洲 長　岡　健
たけ

　道
みち

長　崎 ○北　倉　明
あき

　光
みつ

貝　塚 ○粟　野　好
よし

　晴
はる

八幡野 中　島　　　 充
みつる

本　町 岡　　　　　 勲
いさお

寺新町 三　好　睦
むつ

　人
ひと

栄　町 松　本　敏
とし

　秋
あき

地区名 行政協力員氏名

上　町 鷹　野　正
まさ

　志
し

馬　場 ○ 　本　久
ひさ

　典
のり

下永ノ岡 河　野　　　 晃
あきら

上永ノ岡 ○井　村　雅
まさ

　男
お

和口第１ 安　藤　勝
かつ

　利
とし

和口第２ ○坂　尾　英
えい

　治
じ

長月第１ 吉　村　隆
たか

　典
のり

長月第２ 森　口　道
みち

　信
のぶ

長月第３ 木　下　和
かず

　昭
あき

長月第４ ○髙　橋　純
じゅん

  一
いち

節　崎 ○倉　田　健
けん

　二
じ

馬　瀬 ○尾　﨑　憲
のり

　男
お

地区名 行政協力員氏名

深　泥 ○椙　山　　　 力
ちから

防城成川 椙　山　　　健
つよし

赤　水 ○中　田　雅
まさ

　信
のぶ

高　畑 岡　﨑　正
まさ

　仁
ひと

尻　貝 赤　﨑　　　 登
のぼる

奥の谷 濵　田　久
ひさ

　美
み

中の谷 木　村　健
けん

　一
いち

高　手 ○河　野　　　 永
ひさし

灘　前 松　本　紀
き み お

美男

左右水 中　尾　敏
とし

　克
かつ

猿　鳴 音　地　勇
いさ

　雄
お

地区名 行政協力員氏名

正　木 ○小　川　　　 正
ただし

増　田 ○武　田　　　 德
のぼる

小　山 ○東　峯　　　 章
あきら

地区名 行政協力員氏名

中　川 ○山　口　哲
てつ

　生
お

広　見 ○髙　田　守
もり

　久
ひさ

上大道 ○宮　下　敏
とし

　夫
お

地区名 行政協力員氏名

満　倉 ○森　岡　知
とも

　昭
あき

一本松 ○山　口　修
しゅう

  兒
じ

組　名 副行政協力員氏名

下組第一 田　村　利
とし

　明
あき

下組第二 岡　原　　　 猛
たけし

徳　田 木　本　吉
よし

　則
のり

宮　川 池　田　延
のぶ

　
しげ

本　村 田　村　　　 元
はじめ

御在所 山　本　龍
りゅう

  馬
ま

大駄場 岡　本　光
みつ

　夫
お

太　田 内　倉　長
ちょう

  
ぞう

亀之串 田　原　茂
しげ

　満
みつ

八人組 岡　﨑　稔
とし

　男
お

東中屋 尾　崎　正
まさ

　人
と

西中屋 田　原　幸
こう

　治
じ

東中組 寳　田　安
やす

　茂
しげ

中　組 岡　田　俊
しゅん

  一
いち

西中組 近　藤　一
かず

　弘
ひろ

内尾串第一 山　本　　　 武
たける

内尾串第二 岡　谷　健
たけ

　弘
ひろ

組　名 副行政協力員氏名

駄　場 尾　﨑　一
いっ

　平
ぺい

岡駄場 宮　岡　則
のり

　敏
とし

名　路 中　尾　嘉
よし

　男
お

向　山 吉　田　錦
きん

　也
や

久保江 沖　野　利
とし

　文
ふみ

東　一 清　水　
けん

　三
ぞう

東　二 松　本　勝
かつ

　利
とし

西　一 西　尾　志
し

　朗
ろう

西　二 磯　邉　健
けん

　次
じ

坪　浜 尾　﨑　　　 勲
いさお

西　組 和　泉　壽
ひさ

　男
お

東部第一 西　河　有
ゆう

　造
ぞう

 

東部第二 中　野　敏
とし

　宏
ひろ

南　部 中　井　　　 財
たから

西　部 保　田　和
かず

　文
ふみ

北　部 福　島　拓
たく

　嗣
じ

組　名 副行政協力員氏名

内尾串第三 廣　瀬　元
もと

　儀
よし

広　岡 豊　田　俊
とし

　弘
ひろ

平　畑 西　　　邦
くに

　彦
ひこ

中　串 池　田　征
まさ

　斗
と

東小山 門　田　　　 茂
しげる

本村第一 埜々下　正
まさ

  一
いち

本村第二 埜々下　義
よし

　久
ひさ

坂　石 西　山　　　 豊
ゆたか

新　田 宮　﨑　郁
いく

　夫
お

大　又 赤　岡　政
まさ

　典
のり

影　平 西　村　信
のぶ

　男
お

名　本 大　森　敏
とし

　生
お

奈　呂 都　築　久
ひさ

　一
かず

光　野 山　口　愼
しん

　一
いち

茶　堂 小　林　
けん

　市
いち

弓　張 楠　葉　　　 修
おさむ

古　宅 岡　原　洲
くに

　宏
ひろ

　行政協力員及び副行政協力員は、町と町民の皆様をつなぐパイプ役を担っています。
　（○は行政協力員、それ以外の方は副行政協力員です。）　

御荘地域

一本松地域
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地区名 行政協力員氏名

網　代 ○麥　田　　　 登
のぼる

魚神山 ○小　島　富
とみ

　一
かず

油　袋 ○那　須　英
えい

　治
じ

家　串 ○浅　野　　　 豊
ゆたか

平　碆 ○松　藤　清
きよ

　和
かず

須ノ川 ○宮　川　美
よし

　泉
みつ

柏　崎 ○橋　村　浅
あさ

　男
お

柏 ○宮　内　正
まさ

　喜
き

地区名 行政協力員氏名

越　田 濱　本　富
よし

　傳
ただ

弓　立 内　田　　　 勝
まさる

小　浦 ○中　田　　　 強
つよし

樫　月 清　水　牛
うし

　郎
ろう

船　越 橋　岡　濟
なり

　隆
たか

久　家 長　田　幸
ゆき

　雄
お

下久家 山　下　勇
ゆう

　造
ぞう

樽　見 清　水　辰
たつ

　夫
お

大成川 中　野　久
ひさ

　夫
お

小成川 小　川　一
かず

　男
お

福　浦 福　田　　　 久
ひさし

麦ヶ浦 幸　田　　　 均
ひとし

地区名 行政協力員氏名

武者泊 ○畑　部　又
また

　勝
かつ

外　泊 ○吉　田　万
ま

亀
き

登
のり

中　泊 吉　田　俊
とし

　廣
ひろ

内　泊 林　　　　　 仁
ひとし

地区名 行政協力員氏名

僧　都 ○森　本　　　 喬
きょう

山　出 ○赤　松　重
しげ

　厚
あつ

梶郷上 松　本　俊
とし

　充
みつ

梶郷下 増　田　　　 章
あきら

大道上 ○木　村　俊
しゅん

  介
すけ

大道下  　村　
たか

　之
ゆき

樫　床 都　築　　　 功
いさお

樋　口 谷　口　　　 功
いさお

西　柳 木　原　廣
ひろ

　重
しげ

岡 大　園　浩
ひろ

　敦
のぶ

中　緑 金　繁　　　章
ふみ

当　時 藤　時　昌
まさ

　治
はる

下　緑 谷　脇　幸
こう

　造
ぞう

左　谷 三　原　隆
たか

　司
し

駄　場 髙　平　龍
たつ

　宣
のぶ

豊　田 ○安　岡　昌
まさ

　彦
ひこ

豊田西住宅 山　本　剛
よし

　弘
ひろ

豊田東住宅 岡　原　純
すみ

　生
お

神　越 橘　　　八
や

四
し

郎
ろう

中の谷 西　口　勇
いさ

　男
お

鼻 ○西　本　繁
しげ

　夫
お

下長野 ○泉　　　久
ひさ

　志
し

地区名 行政協力員氏名

石井手 ○清　家　權
けん

　一
いち

伊勢町 ○増　田　　　 稔
みのる

矢の町１ 片　岡　年
とし

　秀
ひで

矢の町２ ○安　岡　英
ひで

　也
や

矢の町３ 増　本　茂
しげ

　樹
き

中町上 凝　地　郁
いく

　夫
お

中町下 ○山　本　清
きよ

　孝
たか

北　裡 ○坂　本　一
かず

　光
みつ

後　１ ○新　惠　忠
ただ

　吉
よし

後　２ 尾　原　修
しゅう

  一
いち

後　３ 前　田　敏
とし

　明
あき

清　水 ○菊　池　春
はる

　朗
あき

沖　１ 中　平　祥
しょう

  造
ぞう

沖　２ 井　村　浩
ひろ

　司
し

松　本 ○中　岡　泰
やす

　典
のり

久　保 水　本　真
まさ

　人
と

鳥　越 ○堀　　　友
とも

　一
いち

中　原 ○高　須　正
まさ

　文
ふみ

土　居 ○中　田　浩
こう

　司
じ

三島団地 ○廣　岡　憲
のり

　彰
あき

蓮乗寺 ○藤　森　公
きみ

　夫
お

脇　本 小　嶋　盾
じゅん

  二
じ

地区名 行政協力員氏名

中　玉 ○本　多　　　 寶
たから

大　浜  　　　一
かず

　男
お

柿ノ浦 前　田　　　 浩
ひろし

敦　盛 ○氏　家　親
ちか

　裕
ひろ

岩　水 ○宇　佐　總
そう

　一
いち

垣　内 ○濵　　　良
よし

　才
き

東　浜 西　口　健
けん

　三
ぞう

中　組 東　本　健
けん

太
た

郎
ろう

奥　前 ○中　平　英
ひで

　明
あき

西　浜 岩　井　英
ひで

　典
のり

鼻　前 山　﨑　能
よし

　子
こ

鯆　越 田　下　一
かず

　二
つぎ

古　月 ○間　口　信
のぶ

　昭
あき

日　土 土　居　矢
や

　次
つぎ

大寿浦 ○浦　川　憲
のり

　惠
よし

真　浦 幸　田　正
なお

　也
や

西真浦 本　多　計
かず

　清
きよ

新　浦 中　川　正
しょう

  三
みつ

西海地域

城辺地域

内海地域
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Ｈ25愛南グリーン・ツーリズムフェスタでの
愛南ゴールド（河内晩柑）生搾り体験の様子

委
員
を
公
募
し
ま
す

■
建
設
課
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

賛
助
会
員
を
募
集
し
ま
す

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
次
の
と
お
り
「
愛
南
町
都
市
計
画

審
議
会
」
及
び
「
愛
南
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
」
の
委

員
を
公
募
し
ま
す
。
申
込
方
法
等
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

【
愛
南
町
都
市
計
画
審
議
会
委
員
】

職
務
の
内
容

愛
南
都
市
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

報
酬
等
の
条
件

日
額
７
，０
０
０
円（
交
通
費
支
給
あ
り
）

公
募
人
数

２
名（
委
員
定
数
12
名
）

任
期

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

応
募
資
格

町
内
在
住
で
、
都
市
計
画
に
興
味
の
あ
る
方

募
集
期
間

６
月
２
日（
月
）〜
20
日（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ 

　
建
設
課 

℡
７
２
―

７
３
１
３

い
。
な
お
、
ほ
か
の
委
員
会
等
の
委

員
を
２
以
上
兼
務
し
て
い
る
方
は
、

応
募
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成

18
年
度
に
「
愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
（
愛
南
Ｇ
Ｔ
）
」

を
設
立
し
、
都
市
住
民
（
消
費
者
）
と

農
山
漁
村
（
生
産
者
・
提
供
者
）
と
の

交
流
に
よ
っ
て
、
本
町
の
豊
か
な
農

水
産
品
の
消
費
拡
大
や
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
第
一
次
産
業
の
振
興
を
め

ざ
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
新
た
に
、
豊
か
な
自
然
環

境
に
育
ま
れ
た
「
愛
南
の
う
ま
い
も

ん
」
を
中
心
と
し
た
愛
南
の
宝
を
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
愛
南
Ｇ
Ｔ

の
取
組
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
個
人

又
は
団
体
の
方
々
で
構
成
す
る
「
賛

助
会
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
賛
助
会
員
の
皆
様
の

ご
支
援
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
事
業

を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

【
賛
助
会
員
に
な
る
と
…
】

①
愛
南
Ｇ
Ｔ
の
主
催
行
事
や
参
加
イ

ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
会
員
割
引
や

会
員
優
先
の
特
典
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

②
愛
南
Ｇ
Ｔ
の
活
動
内
容
が
分
か
る

資
料
や
総
会
資
料
等
を
お
送
り
し

ま
す
。

【
入
会
金
に
つ
い
て（
年
会
費
）】

　
個
人
の
場
合
は
一
口
１
，
０
０
０

円
以
上
、
団
体
の
場
合
は
一
口
５
，

０
０
０
円
以
上
で
す
。

問
合
せ

　

　
愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
推
進
協
議
会
事
務
局

　（
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
） 

　
℡
７
２
―

７
３
１
１

【
愛
南
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員
】

職
務
の
内
容

セ
ン
タ
ー
の
運
営
及
び
評
価
に
関
す
る
こ
と
。

地
域
包
括
ケ
ア
に
関
す
る
こ
と
。

報
酬
等
の
条
件

日
額
７
，０
０
０
円（
交
通
費
支
給
あ
り
）

公
募
人
数

２
名（
委
員
定
数
10
名
）

任
期

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日

応
募
資
格

町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
方

（
介
護
保
険
１
号
又
は
２
号
被
保
険
者
の
方
）

募
集
期
間

６
月
５
日（
木
）〜
18
日（
水
）

申
込
み
・
問
合
せ 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー  

℡
７
２
―

７
３
２
５
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児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内

■
保
健
福
祉
課
か
ら

愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
「
柑
橘
収
穫
・
生
搾
り
体
験
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
公
開
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

■
国
保
一
本
松
病
院
か
ら

狩
猟
免
許
取
得
補
助
金
を
支
給
し
ま
す

■
農
林
課
か
ら

　
愛
南
町
で
は
、
農
林
産
物
等
へ
の

被
害
の
減
少
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
第
１
種
銃
猟
免
許
又
は
第
２

種
銃
猟
免
許
を
取
得
し
た
方
に
補
助

金
を
支
給
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

（
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
）

・
新
た
に
第
１
種
銃
猟
免
許
又
は
第

２
種
銃
猟
免
許
を
取
得
し
た
方

※
更
新
は
除
き
ま
す
。

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
南
宇
和
猟
友
会
に
入
会
す
る
予
定

で
、
町
内
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
従
事

す
る
こ
と
を
誓
約
で
き
る
方

補
助
金
の
額

　
第
１
種
銃
猟
免
許
又
は
第
２
種
銃

猟
免
許
を
取
得
し
た
際
に
要
し
た
手

数
料
等
及
び
狩
猟
登
録
に
係
る
経
費

問
合
せ  

農
林
課 

℡
７
２
―

７
３
１
１

　
児
童
手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。

【
児
童
手
当
制
度
の
仕
組
み
】

　
児
童
手
当
は
、
15
歳
到
達
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

童
（
中
学
校
修
了
前
の
児
童
）
を
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
児

童
を
養
育
す
る
家
計
の
主
た
る
生
計

維
持
者
が
申
請
し
、
住
所
地
の
市
区

町
村
長
（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
）
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
申
請

し
た
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
原
則
と
し
て
、
毎
年
２
月
、
６
月
、

10
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
毎
年
６
月
１
日
か
ら
30

日
（
土
、
日
、
祝
日
の
場
合
は
そ
の

前
日
）
の
間
に
「
現
況
届
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
届

け
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る

要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
現
在
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
に
は
、
個
別
に
現
況
届
の
通
知

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、通
知
に
記
さ
れ

た
場
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

　

　
保
健
福
祉
課
　
℡
７
２
―

１
２
１
２

　
ご
家
族
・
ご
友
人
な
ど

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
14
日（
土
）

　
　   

10
時
〜（
雨
天
中
止
）

場
所
　
愛
南
町
緑
乙

定
員
　
10
名（
先
着
順
）

参
加
費
　
１
人
　

　
　
　
　
１
，０
０
０
円

　  

（
持
ち
帰
り
は
別
途
）

申
込
締
切
　
６
月
11
日（
水
）

申
込
み
・
問
合
せ 

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
７
２
―

７
３
１
１

　
公
益
社
団
法
人 

愛
媛
県
理
学
療

法
士
会
の
主
催
に
よ
り
「
介
護
予
防

で
元
気
を
呼
ぼ
う
」
と
題
し
た
リ
ハ

ビ
リ
に
関
す
る
公
開
講
座
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
７
月
13
日（
日
） 

　
　
　
13
時
〜
15
時
30
分

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
大
研
修
室

講
師

　
中
田
亮

り
ょ
う
す
け
輔
氏

　（
松
山
市
民
病
院 

理
学
療
法
士
）

　
定
松
修

し
ゅ
う
い
ち
一
氏

　（
松
山
赤
十
字
病
院 

理
学
療
法
士
）

内
容

　
脚
力
や
握
力
な
ど
の
体
力
測
定
、

転
ば
な
い
体
づ
く
り
の
た
め
の
運
動

に
関
す
る
講
演
や
実
技
、
理
学
療
法

士
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
相
談
、
福
祉
用

具
の
展
示

問
合
せ 

　
国
保
一
本
松
病
院  

リ
ハ
ビ
リ
科

 

℡
８
４
―

２
２
５
５
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詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）までお
問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童

委員が相談をお受けしま

す。※1回の相談人数は8人

までで事前予約が必要で

す。定員に達した場合は受

付を終了します。

　７月８日（火）14時～16時

　御荘老人福祉センター

福祉法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　６月１４日（土）・２５日（水）

　14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
手
続
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

農
業
委
員
会
委
員
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
高
齢
者
支
援
課
か
ら

　
次
の
各
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

に
つ
い
て
、
対
象
者
に
は
更
新
申
請

書
を
郵
送
し
ま
す
。
期
間
内
に
更
新

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
期
間
は
、
い
ず
れ
も
６
月
19

日
（
木
）
〜
27
日
（
金
）
で
、
町
民
課
又

は
各
支
所
で
手
続
き
が
行
え
ま
す
。

【
母
子
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
】

持
参
物

　
印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
現
在
交
付

中
の
母
子
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
、

20
歳
以
上
の
学
生
の
方
は
在
学
証
明

書
、
送
付
の
更
新
申
請
書

※
前
年
の
所
得
に
対
し
所
得
税
が
課

税
の
場
合
、
母
子
医
療
は
該
当
に
な

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
所
得
税
の
判

定
は
年
少
扶
養
控
除
廃
止
前
の
規
定

に
よ
っ
て
再
計
算
す
る
た
め
、
源
泉

徴
収
票
等
で
課
税
で
あ
る
方
も
該
当

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
該
当
と
な
り
ま
す
が
、
受
給
者

証
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
更
新
手
続

き
で
な
く
新
た
に
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
収
入
や
控
除
に
増
減

が
あ
っ
た
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
】

持
参
物

　
印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
現
在
交
付

中
の
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給

者
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
送
付
の
更
新
申
請
書

問
合
せ

　

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

　
７
月
19
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

愛
南
町
農
業
委
員
会
委
員
が
改
選
さ

れ
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
は
、
農
地
等
の
利

用
関
係
の
調
整
や
遊
休
農
地
の
解

消
等
を
総
合
的
に
解
決
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
農
業
者
等
の
代
表

で
構
成
さ
れ
る
行
政
委
員
会
で
す
。

そ
の
委
員
は
、
直
接
農
業
者
か
ら
選

挙
さ
れ
る
委
員
と
一
定
の
要
件
を
備

え
た
農
業
協
同
組
合
等
が
そ
れ
ぞ
れ

推
薦
し
町
長
が
選
任
す
る
委
員
か

ら
な
り
、
そ
の
任
期
は
３
年
と
な
り

ま
す
。
選
挙
に
よ
る
委
員
に
つ
い
て

の
選
挙
権
者
及
び
被
選
挙
権
者
は
農

業
者
等
（
耕
作
面
積
等
の
要
件
が
あ

り
ま
す
。）
で
満
20
歳
以
上
の
方
と
な

り
、
そ
の
選
挙
人
名
簿
は
申
請
に
基

づ
い
て
調
製
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）
又
は
農
業
委

員
会
（
℡
７
２
―

７
３
１
１
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
は
、

独
居
高
齢
者
等
に
緊
急
通
報
装
置
を

貸
与
し
、
緊
急
事
態
発
生
時
に
お
け

る
迅
速
か
つ
正
確
な
救
援
体
制
を
と

る
こ
と
に
よ
り
、
日
常
生
活
の
不
安

の
解
消
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

対
象
者
　
独
居
高
齢
者
及
び
高
齢
者

の
み
の
世
帯
で
緊
急
時
に
お
け
る
通

報
手
段
の
確
保
が
困
難
な
方

利
用
者
負
担
額
　
取
付
け
は
無
料
で

す
が
、
電
話
回
線
の
通
信
料
と
し
て

月
３
０
０
円
程
度
が
必
要
で
す
。

事
業
内
容
　
緊
急
通
報
受
信
時
や
ラ

イ
フ
リ
ズ
ム
警
報
受
信
時
に
お
け
る

対
応
（
警
備
会
社
に
よ
る
訪
問
や
電

話
確
認
な
ど
）を
行
い
ま
す
。

※
ご
利
用
希
望
の
あ
る
場
合
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

　
高
齢
者
支
援
課

　
℡
７
２
―

７
３
２
５
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国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
に
つ
い
て

■
町
民
課
か
ら

「
ふ
る
さ
と
愛
媛
学
」
調
査
研
究
発
表
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

■
生
涯
学
習
課
か
ら

　
国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
と

き
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場

合
、
保
険
料
の
免
除
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
保
険
料
を
未
納
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、「
も
し
も
」
の

と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
申
請
免
除
制
度
に
は
、
全
額
免
除

と
保
険
料
の
一
部
を
納
付
し
残
り
の

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
一
部
免
除
が

あ
り
ま
す
。
一
部
免
除
に
は
、
４
分

の
１
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分
の
３

免
除
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

全
額
免
除
又
は
一
部
免
除
が
承
認
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
退
職
（
失
業
）
を
理
由
と
し

た
特
例
免
除
制
度
は
、
申
請
す
る
年

度
又
は
前
年
度
に
お
い
て
退
職
（
失

業
）
の
事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象
と

な
り
、
失
業
さ
れ
た
方
の
所
得
を
除

外
し
て
免
除
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

特
例
免
除
の
場
合
は
、
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
等
の
公
的
機
関
の
証
明
書
の

写
し
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
学
生
の
方
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】

　
30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
・
配
偶

者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
で

あ
れ
ば
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

【
免
除
等
申
請
の
サ
イ
ク
ル
】

　
免
除
等
は
申
請
日
に
か
か
わ
ら
ず
、

７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
の
期
間
を

対
象
と
し
て
審
査
し
ま
す
。
申
請
は

原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す
の
で
、

承
認
期
間
（
〜
６
月
）
が
終
了
し
た
後

も
引
き
続
き
免
除
を
希
望
す
る
場
合

（
継
続
審
査
対
象
者
以
外
）
は
、
改
め

て
７
月
以
降
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
平
成
26
年
４
月
か

ら
、
申
請
時
点
の
２
年
１
か
月
前
の

月
分
ま
で
免
除
申
請
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

国
民
年
金
課

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

税
務
課
等
か
ら

６
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

町

県

民

税

1期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

1期分/

10期分

介

護

保

険

税

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

今
月
の
社
会
保
険
・

　
年
金
一
日
相
談
（
予
約
制
）

○
６
月
17
日（
火
）

　

10
時
〜
15
時
30
分

　
（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

電
話
受
付
対
応
時
間

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
平
成
25
年
度
に
愛
媛
県
教
育
委
員

会
と
連
携
・
協
働
し
、
昭
和
30
〜
40

年
代
の
愛
南
町
の
人
々
の
く
ら
し
や

産
業
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
た

「
ふ
る
さ
と
愛
媛
学
」
の
成
果
を
普

及
す
る
た
め
に
、
調
査
研
究
発
表
会

を
開
催
し
ま
す
。
愛
南
町
の
歴
史
や

文
化
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
14
日（
土
）

　
　
　
10
時
〜
12
時

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　
無
料

申
込
方
法
　

　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
℻
７
３
―

１
１

１
３
）
で
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
１
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よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

■
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

あ
　
い
　
な
　
ん
　
掲
　
示
　
板

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

女
性
の
一
般
健
康
相
談
の
ご
案
内

宇
和
島
保
健
所
か
ら

「
あ
い
な
ん
将
棋
教
室
」
を
開
催
し
ま
す

■
生
涯
学
習
課
か
ら

山根ことみ女流棋士

　
砂
田
陽よ

う

子こ

会
長
の
後
を
受
け
、
今

年
度
か
ら
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
坂
本
法の

り

子こ

で
す
。

　
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会

は
、
設
立
当
初
は
子
育
て
中
の
お
母

さ
ん
た
ち
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
で
は
お
父
さ
ん
や
ベ
テ

ラ
ン
の
お
母
さ
ん
も
参
加
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。「
広
報
あ
い
な
ん
」に
も

コ
ラ
ム
を
毎
月
掲
載
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
で
、
町
民
の
方
々
に
「
守
る

会
」
の
活
動
を
少
し
ず
つ
知
っ
て
も

ら
い
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
救
急
時
の
心
肺
蘇
生

や
他
地
域
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
な
ど

自
分
た
ち
の
で
き
る
活
動
を
中
心
に

愛
南
町
の
地
域
医
療
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
「
地
域
医
療
」
と
堅

苦
し
く
思
わ
ず
に
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？
今
年
も
９
月
に
地
域

医
療
研
修
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
あ
い
な
ん
小
児
医
療

を
守
る
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ

　

　
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会

℡
７
３
―

２
２
８
８

ainan.m
am
oru@
g
m
ail.com

　
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
高
齢
者

が
高
齢
者
を
支
え
る
時
代
が
到
来
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
町
で
は
、
高
齢
に
な
っ
て
も
介

護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
地
域
で
自

分
ら
し
く
楽
し
み
を
持
っ
て
生
活
で

き
る
よ
う
「
あ
い
な
ん
〝
活
き
生
き
〞

推
進
大
会
」（
隔
年
実
施
）
を
平
成
27

年
度
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
開
催
に
当
た
り
、大
会
の
準
備
、
運

営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
委
員
を
募

集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

委
員
の
名
称
　
あ
い
な
ん
〝
活
き
生

き
〞推
進
大
会
実
行
委
員
会
委
員

職
務
の
内
容
　
事
業
実
施
に
関
す
る

企
画
・
運
営
に
関
す
る
こ
と
。
そ
の

他
、
事
業
の
準
備
・
実
施
等
に
お
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
参
加

募
集
人
数
　
２
名
（
30
代
〜
40
代
の

方
、
60
代
〜
70
代
の
方
　
各
１
名
）

任
期
　
任
命
の
日
か
ら
平
成
27
年
度

事
業
終
了
ま
で

応
募
期
間

　
６
月
５
日（
木
）〜
18
日（
水
）

問
合
せ 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
７
２
―

７
３
２
５

　
宇
和
島
保
健
所
で
は
、
思
春
期
か
ら
更
年
期
ま
で
の
女
性
の
心
と
身

体
の
健
康
に
関
す
る
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時
　
毎
月
第
１
火
曜
日  

13
時
〜
15
時（
面
接
の
場
合
は
要
予
約
）

　
　
　
※
電
話
相
談
は
、平
日
９
時
か
ら
17
時
ま
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

場
所
　
宇
和
島
保
健
所（
南
予
地
方
局
２
階
）

問
合
せ

　
宇
和
島
保
健
所 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１
（
内
線
２
６
０
）

お知らせ

　
愛
南
町
中
央
公
民
館
で
は
、
愛
媛

県
初
の
女
流
プ
ロ
棋
士 

山
根
こ
と

み
さ
ん(

新
田
高
校
２
年)

を
お
招
き

し
、「
あ
い
な
ん
将
棋
教
室
」
を
開
催

し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
22
日（
日
） 

　
　
　
10
時
〜
15
時（
受
付
９
時
〜
） 

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
３
階
小
研
修
室

参
加
費
　
無
料
　
※
昼
食
が
必
要
な

方
は
、
受
付
時
に
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

内
容
　
講
演
、
指
導
対
局
な
ど

問
合
せ  

　
生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
１
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「
精
神
障
害
者
家
族
の
つ
ど
い
」
の
ご
案
内

宇
和
島
保
健
所
か
ら

放
送
大
学
10
月
生
を
募
集
し
ま
す

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら

あ
い
な
ん
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
す

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
か
ら

慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

日
本
遺
族
会
か
ら

　
宇
和
島
保
健
所
で
は
、
統
合
失
調
症
を
発
病
し
て
間
も
な
い
方
の
ご

家
族
が
集
ま
り
、
情
報
交
換
会
や
学
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
９
月
17
日（
水
）、
11
月
19
日（
水
）、

　
　
　
平
成
27
年
１
月
21
日（
水
）

　
　
　
い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
　
宇
和
島
保
健
所（
南
予
地
方
局
２
階
）

対
象
　
発
病
後
お
お
む
ね
10
年
以
内
の
統
合
失
調
症
の
方
の
ご
家
族

申
込
み
・
問
合
せ  

　
宇
和
島
保
健
所 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１（
内
線
２
８
３
）

お知らせ

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
放
送
大
学
で
は
、
平
成
26
年
度
第
２
学
期

（
10
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授

業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
、
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
・
職
業

の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

出
願
期
間
　
〜
８
月
31
日（
日
）ま
で

問
合
せ

 

　
放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー 

℡
０
８
９
―

９
２
３
―

８
５
４
４

お知らせ

　
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
で
は
、
現
在
交
際
中
の
相
手
の
い
な
い

男
女
を
対
象
に
「
あ
い
な
ん
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催
し

ま
す
。
素
敵
な
出
会
い
を
探
し
に
い
き
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
６
月
21
日（
土
）　
19
時
〜

場
所
　
ゆ
ら
り
内
海

対
象
　
25
歳
〜
お
お
む
ね
40
歳
の
独
身
男
女

　
　
　
※
男
性
は
宇
和
島
圏
域
内(

宇
和
島
市
、
松
野
町
、
鬼
北
町
、

　
　
　
愛
南
町
）に
在
住
の
方

募
集
人
数
　
男
女
各
10
名（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
男
性

：

４
，０
０
０
円 

女
性

：

２
，０
０
０
円

応
募
締
切
　
６
月
11
日（
水
）　
※
必
着

そ
の
他
　
申
込
方
法
等
詳
し
く
は
、
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w
w
w
.n
an
p
u
.o
r.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

  

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

８
６
６
４

お知らせ

　
㈶
日
本
遺
族
会
で
は
、
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
さ
れ
た
戦
没
者
遺

児
の
方
々
を
対
象
に
「
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
父
等
が
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も

に
、同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

実
施
地
域
　
①
旧
満
州
②
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
③
旧
ソ
連
④
マ
リ
ア
ナ

諸
島
⑤
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
⑥
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
・
パ
ラ
オ
諸
島
⑦
ボ
ル

ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
⑧
フ
ィ
リ
ピ
ン
⑨
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
⑩
ミ
ャ
ン
マ
ー 

⑪
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
⑫
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
イ
ン
ド
⑬
中
国

※
す
で
に
申
込
み
が
終
了
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

費
用
　
参
加
費
と
し
て
９
万
円

問
合
せ

 

　
㈶
日
本
遺
族
会 

℡
０
３
―

３
２
６
１
―

５
５
２
１

お知らせ
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高
卒
予
定
者
を
対
象
と
し
た

求
人
手
続
説
明
会
の
ご
案
内

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
和
島
か
ら

タカサゴキララマダニフタトゲチマダニ

労
働
保
険
の
年
度
更
新
は
お
早
め
に

愛
媛
労
働
局
か
ら

　
労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）の
年
度
更
新（
平
成
26
年
度
）が

始
ま
り
ま
し
た
。
お
早
め
に
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請（h

ttp
://w
w
w
.e-g
o
v
.g
o
.jp
/

）も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

申
告
・
納
付
期
間

〜
７
月
10
日（
木
）

問
合
せ

　
愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室 

℡
０
８
９
―

９
３
５
―

５
２
０
２

宇
和
島
労
働
基
準
監
督
署 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
６
５
５

お知らせ

　
来
春
、
管
内
の
高
等
学
校
を
卒
業
し
就
職
を
希
望
さ
れ
て
い
る
生
徒

に
対
す
る
求
人
手
続
き
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
後
地
域
を
支
え
、
企
業
の
活
力
と
な
る
優
秀
な
人
材
を
一
人
で
も

多
く
地
元
に
確
保
す
る
た
め
に
も
、
採
用
計
画
を
ご
検
討
の
上
、
ぜ
ひ

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
11
日（
水
）　
13
時
30
分
〜
15
時

場
所
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
和
島
　
２
階
会
議
室

問
合
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
和
島 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

８
６
０
９

お知らせ

南
レ
ク
公
園
の
土
地
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

南
予
地
方
局
か
ら

　
県
で
は
、
南
レ
ク
公
園
利
用
者
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
公
園
内
の
利
用
さ
れ
て
い
な
い
用
地
を
無
償
で
貸
与
し
、
民
間
事

業
者
の
方
々
と
協
力
し
て
南
レ
ク
公
園
を
整
備
す
る
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
こ
の
事
業
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間
　
〜
８
月
１
日(

金) 

県
の
支
援

　
用
地
の
無
償
貸
与
、
基
盤
整
備
に
必
要
な
費
用
の
一
部
補
助
等

実
施
例
　
観
光
農
園
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
、
牧
場
、
Ｍ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ス
等

※
本
事
業
に
よ
る
第
１
号
公
園
が
津
島
町
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

『
南
レ
ク
樹
木
の
学
習
・
交
流
の
森
』

○
庭
園
樹
、
花
木
園
、
モ
デ
ル
庭
園
等
を
無
料
で
展
示

○
剪
定
、
病
害
虫
駆
除
、
庭
づ
く
り
等
各
種
相
談
に
応
じ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
県
南
予
地
方
局
建
設
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
://w
w
w
.

p
ref.eh

im
e.jp
/n
an
5
4
1
4
1
/n
an
k
en
k
ik
ak
u
/n
an
rek
u
k
o
u
en
2
6
.)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

南
予
地
方
局
建
設
企
画
課 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１（
内
線
４
１
９
）

お知らせ

野
山
に
入
る
と
き
は
マ
ダ
ニ
に
注
意

宇
和
島
保
健
所
か
ら

　
こ
の
時
期
、
マ
ダ
ニ
の
活
動
が
活
発
化
し
て
い
ま

す
。
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
る
こ
と
で
、
日
本
紅
斑
熱
や

重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
な
ど
、
ダ
ニ
媒
介
感

染
症
に
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
予
防
は
、マ
ダ

ニ
に
咬
ま
れ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

【
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
た
め
に
…
】

　
マ
ダ
ニ
は
山
林
、
草
地
、
荒
地
な
ど
に
生
息
し
て

い
ま
す
。
草
む
ら
や
藪
に
入
る
場
合
に
は
長
袖
、
長

ズ
ボ
ン
、
足
を
完
全
に
覆
う
靴
を
着
用
し
、
な
る
べ

く
肌
の
露
出
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｔ

を
含
む
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
は
、
マ
ダ
ニ
に
対
し
て
一

定
の
予
防
効
果
が
あ
り
ま
す
。

※
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
場
合
、
自
分
で
無
理
に
引
き
抜
こ
う
と
す
る
と
ダ

ニ
の
一
部
が
皮
膚
内
に
残
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
病
院
（
皮

膚
科
）で
と
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

宇
和
島
保
健
所 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１
（
内
線
２
５
７
）

お知らせ



p19 広報あいなん

～ 一歩。～

〜
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
〜

　
無
料
電
話
相
談
を
開
設
し
ま
す

松
山
地
方
法
務
局
・
愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
か
ら

　
６
月
23
日（
月
）〜
29
日（
日
）の
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化

週
間
に
合
わ
せ
、
い
じ
め
・
体
罰
・
児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権

問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受
け
付
け
る
無
料
電
話
相
談
を
開
設

し
ま
す
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時
　
６
月
23
日（
月
）〜
27
日（
金
）

　
　
　
　
　
８
時
30
分
〜
19
時

　
　
　
　
　
28
日（
土
）、
29
日（
日
）

　
　
　
　
　
10
時
〜
17
時

電
話
番
号
　
０
１
２
０
―

０
０
７
―

１
１
０（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
　
　
　
予
約
不
要
、
携
帯
電
話
か
ら
の
相
談
も
可
能
で
す
。

問
合
せ

　
　
松
山
地
方
法
務
局 

℡
０
８
９
―

９
３
２
―

０
８
８
８

お知らせ

－あいなん音故地新－
　“信じたほうへ動きだす。信じた未来へ動きだす”友達がかけてくれた言葉。…けどそ

れ、あたしの曲の歌詞やがな！！笑。ただ、自分以外の誰かから発せられたその歌詞はとて

も新鮮で、グズグズと悩んでうつむきかけてたあたしの目を覚まさせてくれた。不思議な

もんやね。続けて彼女は言う。“これね、いろんなとこで使わせてもらってるから!”

　…なんじゃそりゃ！無断での使用は固くお断りいたしておりますが！笑。彼女曰く、今

ではこれが座右の銘。友達に何かを相談されたときも最後はこれで締めてる！悩んでも

迷っても信じることに決めてるんや！って。心を強く持たせてくれる言葉や、と教えてく

れた。ありがたかった。うれしかった。あたしの奏でたい音

楽のカタチ。自分たちの音楽で手をつないで、抱きしめて、

背中をおして、さすりたい。

　なかなかうまくいかんとき、前に進めてないんじゃないか

と思う。ただ、そう感じるのは進めてる証拠。

　一歩。それでも前進。小さな一歩。それなしで二歩目はな

い。信じて、信じて。信じたほうへ動きだすよ。

（テノヒラkiku）

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の
皆
様
へ

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
か
ら

　「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
で
は
、
心
を
許
し
あ
え
る
仲
間
で
情

報
交
換
を
し
、
介
護
す
る
者
が
一
息
入
れ
て
心
を
癒
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
『
つ
ど
い
』
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
毎
月
第
２
、
第
４
水
曜
日
　
11
時
〜
13
時

場
所
　
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

創
造
交
流
室

※
参
加
費
用
と
し
て
５
０
０
円（
お
弁
当
代
）が
必
要
で
す
。

実
施
日
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
　
愛
媛
県
支
部

　
　
　
　
南
予
地
区
事
務
局（
松
田
史ち

か

子こ

） 

℡
７
２
―

４
９
７
０

お知らせ



ご家庭の
行事や用事の
メモとしても
ご利用ください。

SAT

5

12

19

26

　

7

14

21

28

　

6

13

20

27

　

THU木曜日 FRI金曜日 土曜日

西海 B

城辺 A

城辺 B

城辺 C

大敷貞芳作業所、荒樫、魚神山
亀井作業所、油袋漁民センター、
旧川村光男作業所、兵頭郁生さ
ん宅前、旧内海支所、魚神山船
越・平婆・柏崎各集会所

内尾串駐輪場、上大道公民館、
広見・中川各コミュニティセン
ター、一本松・満倉・小山本村・
正木各集会所

武者泊消防車庫前、麦ケ浦バス
停裏、福浦駐在所手前、樽見小
学校跡、大成川・小成川・下久家・
久家各集会所

中泊埋立駐車場、西海支所、西
海保健センター、外泊・内泊・
船越・小浦・弓立・越田各集会
所

城の辺学習館、東海公民館、矢
の町第２・松本・蓮乗寺・敦盛
各集会所

僧都ふれあい交流館、緑基幹
集落センター、三島団地、愛
南町役場、山出・太場・豊田・
長野各集会所、中ノ谷・鼻共
同住宅横

中玉バス停跡、旧深浦漁協冷蔵
庫前、久良ふるさとセンター・
深浦公民館、小屋の浦・古月・
鯆越・脇本各集会所

犬・猫の引取り
については、決められた時間
内に、認め印を持って環境衛
生課又は各支所まで連れて来
てください。なお、飼い犬・
飼い猫の場合は有料（愛媛県
収入証紙が必要）ですのでご
注意ください。
※7月の引取日は、2日、9日、16
日、30日です。
問合せ

環境衛生課（TEL72-7316）

馬場消防詰所横、和口町営住宅
駐車場、和口第二・馬瀬・深泥・
寺新町各集会所、節崎コミュニ
ティセンター

御荘菊川農村研修センター、御
荘文化センター、平山・長洲・
長崎・貝塚・八幡野各集会所

中浦漁村振興センター、御荘中
学校前、赤水コミュニティセン
ター、長月公民館、猿鳴・左右水・
尻貝・高畑各集会所

新聞・雑誌ダンボール等収集区分詳細

一般内科・救急病院連絡先のご案内

御荘 A

御荘 B

御荘 C

内海

一本松

西海 A

備考
１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
２．診療科目は内科系の救急患者とします。

県立南宇和病院
城辺甲 TEL72-1231

福岡内科外科医院
一本松 TEL84-3600

岡沢クリニック
御荘平城 TEL70-1511

西本病院
御荘平城 TEL73-2121
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新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｃ（7月の収集は7日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

一本松（7月の収集は11日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ａ（7月の収集は22日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｃ（7月の収集は28日）

育児相談「うみのこ広場」
●西海支所2階親子ふれあい交流室
　10：00～11：30

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター
　9：30～11：00特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査

●増田コミュニティーセンター※
　8：00～11：00、13：30～14：30
※胃がん検診は午前中のみ

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●城の辺学習館※
　  9：30～11：00、13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●新浦集会所※
　  9：30～11：30

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●僧都ふれあい交流館※
　8：00～9：30

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●西海町民会館　
　 9：30～11：00、12：30～14：00
　※子宮頸がん検診は午後から

第3回 愛南町いやしの郷
トライアスロン大会
●西海地域
　13：00～17：30

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●山出集会所※
　8：00～10：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●中泊集会所
　12：30～14：00

７月の主な行事予定
  3日（木）
  5日（土）
　  〃
  9日（水）
10日（木）
13日（日）
19日（土）
20日（日）
23日（水）
27日（日）

9：00～16：00
9：30～16：00
8：30～17：00
 13：00～15：00
8：30～16：00
8：50～17：00
9：00～17：00

〃  　　
8：50～14：30
 9：00～16：00

消費生活相談員相談日
第13回 B&G会長賞四国西南地区水泳競技会
第29回 愛媛県中学軟式野球選手権南宇和予選
行政相談
第24回 南レクグラウンド・ゴルフ愛媛大会
第11回 愛南町ラケットテニス大会
愛南サッカーフェスティバル2014 小学生の部
　　　　　　　〃
第8回 南宇和郡小学校水泳競技大会
第22回 愛南レクバレーボール大会

役場本庁
御荘Ｂ&Ｇ海洋センタープール
南レク城辺球場
城の辺学習館ほか
南レク城辺球場
御荘Ｂ&Ｇ海洋センター体育館ほか
南レク城辺球技広場ほか
　　　　　〃
城辺小学校プール
御荘Ｂ&Ｇ海洋センター体育館

消費生活相談員相談日
●役場本庁　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●役場本庁　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●役場本庁　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●役場本庁　9：00～16：00

第10回 愛南町スポーツ
少年大会ミニバス競技
●城辺小学校体育館
　9：00～15：00

ふるさと
愛媛学調査研究発表会
●御荘文化センター
　10：00～12：00
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救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）西本病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）福岡内科外科医院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）岡沢クリニック

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ａ（7月の収集は1日）
新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｂ（7月の収集は3日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

内海（7月の収集は9日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ａ（7月の収集は15日）
新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ｂ（7月の収集は17日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｂ（7月の収集は24日）
育児相談「みなみっ子」
●御荘夢創造館　9：30～11：30

育児相談「すくすく相談」
●城辺保健福祉センター
　 9：30～11：00

育児相談「げんきっ子」
●内海保健センター
　10：00～11：30

※特定健診を希望される方は、ご加入の医療保険から発行
された特定健診受診券と健康保険証をご持参ください。

3歳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H23年3月1日～4月30日生まれ
受付時間　12：50～13：20

1歳6か月児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H24年9月1日～10月31日生まれ
受付時間　12：50～13：20

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●節崎コミュニティセンター※
　 9：30～10：30、13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●中原集会所※ 9：30～10：30
●豊田集会所※13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●八幡野集会所※ 9：30～10：30
●和口第2集会所※13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●須ノ川公民館※ 9：30～10：30
●平碆公民館　※13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●油袋漁民センター※ 9：30～10：30
●網代集会所※13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●久良ふるさとセンター※
　  9：30～11：00、13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●長崎集会所※ 9：30～10：30
●長洲集会所※13：30～14：30

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●中泊集会所※
　8：00～11：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●愛南漁協福浦支所　
　  9：30～11：00
　12：30～14：00
　※子宮頸がん検診は午後から

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●樫月集会所※   9：00～ 9：30
●弓立集会所※　10：30～11：00
●内泊集会所※　13：30～14：00

病態栄養相談
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

２０１４年
平成２６年６月暮らしカレンダー

愛南町特産品フェア
●いよてつ髙島屋 
   6月18日（水）～24日（火） 10：00～19：00

行政相談
●城の辺学習館ほか
　13：00～15：00

若者しごと相談会
●愛南町就職支援センター
　11：20～15：00

第66回 南宇和郡中学校
総合体育大会（第2部）
●南レク城辺多目的広場ほか
　8：30～16：30

第9回 グリーンカップ9人制
女子バレーボール大会
●一本松交流促進センター
　9：00～15：00

第29回 愛媛県消防操法
南宇和地区大会
●あけぼのグラウンド
　13：30～16：00

第28回 愛南町
クロッケー親睦交流大会
●南レク御荘多目的広場
　12：30～16：00
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　雨の多い季節になり、傘の出番が多くなってきた。雨
の日が続くと、気分も沈みがちになってしまう。 
　今回の主役はハコフグである。名前のとおり、四角い
箱に背びれや尾びれを付けて、口をつまんで引っ張り出
したような姿をしている。英語では「Bluespotted box 
fish（青い点のある箱の魚）」という。このように目立つ
模様や色彩を警告色というのだが、ハコフグは自分が毒
をもっていることを、派手な水玉模様でアピールしてい
ると考えられている。よく見ると黒色の斑点もあるが、
どちらも成長するにつれて、ぼんやりとした模様になっ
てしまう。幼魚のときが模様もはっきりとしていて、サ
イコロが泳いでいるようでかわいい。
　風水によると、サイコロと水玉模様には金運を上げる
効果があるらしい。真偽のほどはさておき、雨の日には
水玉模様のネクタイでも身に付けて、空から降ってくる
水玉を楽しむ心のゆとりを持ちたいものである。

（撮影地 :瀬ノ浜）            愛南サンゴを守る会 西尾知
とも て る

照

本日!海日和!! 　  
　　「水玉模様で金運アップ」

vol.43

　愛南町緑出身で、本町のふ

るさと親善大使を務める歌手

礼
れ な

奈さんのコンサートが御荘

文化センターで開催されまし

た。礼奈さんの「ふるさとコ

ンサート」は今回で 2回目

で、ふるさとへの思いを綴っ

た礼奈さんの新曲「あかね空」

のほか、「異邦人」などお馴

染みの歌謡曲が披露されまし

た。また、昭和の名曲を会場

全体で歌う『うたごえ時代』

では、「青い山脈」や「ふる

さと」を来場者の皆さんと共

に歌いました。

礼奈さん
凱旋コンサート

5/

11

ハコフグの幼魚

写真

5

早乙女姿でお田植え祭り
5/

15

写真

6

　柏地区の金
か な み ね

峯神社近くの神田で初夏恒例の「お田

植え祭り」が行われ、地域住民や特別養護老人ホー

ム柏寿園の入所者の方々など大勢が見守る中、柏小

学校の 4～ 6年生の女子児童 16名が可愛らしい早乙

女姿で参加しました。

　神社での神事を終えた早乙女たちは、泥に足を取

られながらも縄の印に合わせて丁寧にもち米の苗を

数本ずつ植えていき、途中からは男子児童 15名の手

も借りて 1時間余りで 3反 5畝ほどの田んぼに苗を

植え終わりました。

　手際よく苗を植えていた 6年生の山田蓮
れ ん か

華さんは

「4年生のときから参加していて今回が 3回目なので

上手に植えることができた。お餅を食べるのが楽し

みです」と、作業を終えた充実感いっぱいに話して

くれました。

　もち米は 9月上旬に収穫され、柏地区の敬老会や

秋祭りで使われる予定です。
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　福浦地区の一文字防波堤で、

町観光協会 (山下常
つ ね と み

臣会長 )主

催の「愛南ファミリー釣り大

会2014」が行われ、県内外の

29家族109名が参加して海釣

りを楽しみました。

　当日は絶好の釣り日和に恵

まれ、参加者は家族の交流を

深めながらホゴやグレなどを

次々と釣り上げました。

　大会は釣り上げた魚の3匹

の合計重量で競われ、カワハ

ギ 2匹とグレの合計重量が

1.02kgだった宇和島市の信藤

明
あ き ひ で

秀さんファミリーが優勝し

ました。

釣りで
家族のふれあい

5/

4

写真

3

1

2 4

憧れの近平選手
がバスケ教室

4/

26

写真

1

　御荘 B&G海洋センター体

育館リニューアル記念事業と

して、バスケットボール女子

日本リーグのシャンソンVマ

ジックに所属する近平奈
な お こ

緒子

選手 (愛南町出身 )と三好南
な ほ

穂

選手を招き、「B&Gバスケッ

トボール教室」が開催されま

した。

　バスケ教室には町内や宇和

島市などから小・中・高校生

約160名が参加し、国内のトッ

プリーグで活躍する両選手か

らドリブルやパスなど基本プ

レーの指導を受けました。

　ニンジニアスタジアム ( 県

総合運動公園陸上競技場 )で、

愛媛 FCと栃木 SCの J2 公式

戦が伊方町と愛南町のマッチ

タウンゲームとして開催され

ました。

　試合前のセレモニーでは、

城辺少年サッカークラブの子

どもたち 12 名がエスコート

キッズを務め、清水雅
ま さ ふ み

文町長

が両チームに町の特産品「愛

南ゴールド」を贈呈しました。

　また、愛南町のご当地キャ

ラクター「なーしくん」も会

場に足を運び、愛媛FCサポー

ターに笑顔を振りまいて本町

の PRに努めました。

がんばれ愛媛 FC
4/

29

写真

2

3

6

5

写真

4
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少年力士が白熱の取組
5/3

髙平くんの鋭い打ち込み

剣を交えて交流を
～一本松少年剣道大会～

5/4

　一本松交流促進センターで「第 36 回一本松少年剣道大会」が開

催されました。

　大会には中四国の小・中学生約 650 名が参加して、日頃鍛錬し

た「気・剣・体」を披露しました。
【大会結果は次のとおり ( 敬称略、3位までの本町選手のみ掲載 )】

小学生個人戦

男女 1・2年生の部

優勝 菊池康
こう せ い

聖 ( 平城 ) 　3 位 児島武
ほ た か

尊 ( 城辺 ) 

男子 3年生の部

準優勝 大森伯
はく

( 城辺 )

3 位 立花暖
は る と

大 ( 城辺 )、宮﨑央
お う や

哉 ( 城辺 )

男子 4年生の部

準優勝 西山 響
ひびき

( 一本松 )

女子 5・6年生の部

3位 松下知
ち り

里 ( 深浦 )

男子 6年生の部

優勝 髙平貴
たか の ぶ

宣 ( 城辺 )

準優勝 児島兼
けん せ い

聖 ( 城辺 )

小学生高学年団体戦

3位 城辺子供剣道会

南宇和剣道会長賞 小学生の部 髙平貴宣

小学生個人戦優勝、準優勝者 
( 写真左から菊池くん、大森くん、西山くん、
髙平くん、児島くん )

個人戦入賞者 
写真左から織田くん、福原くん、山口(朔)
くん、宇野くん、橋本くん、森岡くん、
山口 ( 力 ) くん

　御荘 B&G海洋センター体育館ほかで「第 17 回フレンドリー
カップ ソフトバレーボール大会」が開催され、1部、2部に
別れて楽しく熱戦を繰り広げました。
　5チームが参加した 1部は、混戦を制してゴーヤンズが優
勝し、2部 (7 チームが参加 ) は、ローリング・キッズが悲願
の初優勝を果たしました。
【大会結果は次のとおり ( 優勝、準優勝のみ掲載 )】

1 部 優勝  ゴーヤンズ   　　　　準優勝 さかやん

2部 優勝  ローリング・キッズ　準優勝 ぶぁブルス

フレンドリーカップ ソフトバレー大会
5/18

1 部優勝 ゴーヤンズ 2部優勝 ローリング・キッズ

　宇和島市営闘牛場特設土俵で「第 8回わんぱく相撲宇和島場

所」が開催され、宇和島市と愛南町の小学生 40 名が参加して

大人顔負けの取組で会場を沸かせました。
【大会結果は次のとおり ( 敬称略、本町選手の入賞者を掲載 )】

個人戦

 1 年生の部 3 位 

 2 年生の部 優勝 

 3 年生の部 優勝 

 4 年生の部 優勝 

 6 年生の部 優勝 

※個人戦 4年生の部で優勝した橋本柊羽くん、同 6年生の部優勝の

森岡夢次くんは、8月 3日 ( 日 ) に両国国技館 ( 東京都 ) で開催され

る「第 30 回わんぱく相撲全国大会」に出場します。

織田拓
た く み

海 ( 家串小 )

福原丈
じょういちろう

一朗 ( 平城小 ) 　 準優勝 山口朔
さ く

空 ( 僧都小 )

宇野伊
い お り

央里 ( 城辺小 )

橋本柊
と う わ

羽 ( 平城小 )

森岡夢
ゆ め じ

次 ( 僧都小 ) 　　 準優勝 山口力
り く

空 ( 僧都小 )
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B&G愛南スイミングが始動

　御荘 B&G 海洋センター体育館で「第 21
回愛南レクバレーボール大会」が行われ、
一般女子 1部 ( 年齢不問 ) に 9 チーム、一
般女子 2部 (50 歳以上 ) に 6 チームが参加
して楽しくプレーしました。
【大会結果は次のとおり ( 優勝、準優勝のみ掲載 )】

1 部 優勝 ヴィアンカ  準優勝 J.S.C

2 部 優勝 カルテット  準優勝 ワンピース

キラッ

あいな
んスポ

ーツ

南レク御荘公園多目的広場で「第 19 回きなはいや杯クロッケー

大会」が開催され、本町をはじめ、宇和島市や鬼北町から 55 チー

ム約 170 名が参加して楽しく汗を流しました。

本町から出場したチームの最高成績は、僧都チームと山出チーム

のベスト 8でした。

クロッケーでハツラツプレー
4/23

愛南レクバレーボール大会
4/20

1 部優勝 ヴィアンカ

女子フリーリレーのメンバー

写真左から山本音
と わ

羽さん、埜下はるなさん、中道穂
ほ の か

香さん、岡田佳
か や

弥
さん

4/20

　今年度から町職員や臨時職員が指導にあ

たっている御荘 B&G 海洋センター水泳教室

ですが、新しい体制になってから初めての

公認大会「第 6回愛媛県スプリント選手権

水泳競技会」( 松山中央公園プール ) に出場

しました。

　愛南町からは 12 名が参加し、全員が自己

ベスト記録を更新しました。
【大会の主な結果は次のとおり】

女子フリーリレー 200m　3位 

2 部優勝 カルテット

南レク城辺公園球技広場ほかで「愛南サッカー
フェスティバル 2014( ユースの部 )」が開催さ
れました。大会には南宇和高校のほか、前回大
会優勝の長崎総合科学大学附属高校や宮崎日本
大学高校、徳島商業高校など九州や四国の強豪
校 10 チームが参加し、高校生らしいはつらつと
したプレーで熱戦を繰り広げました。
　優勝は、宮崎日大高校、準優勝は宮崎工業高
校でした。

サッカー王国の復活をめざして
5/3～5
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今月の笑顔パチリ
はまゆう乳幼児保育所 地域子育て支援センター

「どんぐりの会」では
●サークル活動
　月曜日
　火・木曜日
●園庭・保育室開放
　水・金曜日
●育児（電話）相談
　月～金曜日
　土曜日

12:00 ～ 17:00
8:00 ～ 13:00

8:00 ～ 17:00

8:00 ～ 17:00
8:00 ～ 12:00

問合せ

はまゆう乳幼児保育所内 TEL72-4328

問合せ

生涯学習課内 TEL73-1111

御荘子育て支援センター

「こあら」では
●サークル活動
　月・水・金曜日
●園庭等開放
　火・木曜日
●育児（電話）相談
　月～金曜日

出張ひろば「うみの子」　では
●サークル活動（出張場所：西海支所2階）
　第 3木曜日

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 17:15

10:00 ～ 11:30
6 日（金）、20日（金）、27日（金）、7月4日
（金）は御荘夢創造館で行います。

18 日（水）は虫歯予防について、清
水歯科医からお話をしていただき
ます。

「こぶたの広場」では
●育児相談・つどいと交流・各種ワークショップ
　日～金曜日 10:00 ～ 16:00

問合せ

プラザじょうへん内 TEL73-2288
※詳しくは「こぶた通信」に記載

御荘文化センター

「あいなん子育て応援グループ」では
●子育て (電話 ) 相談

12 日（木）、26 日（木）       13:00 ～ 16:00
その他の曜日はお問い合わせください。

柏保育所

はまゆう乳幼児保育所

6 月の子育てサポートご案内

19 日（木）

問合せ

御荘保育所内 TEL72-0598

ミュージックケア 10:40 ～

11 日（水） 出張『わんぱく』 10:00 ～ 11:30

6 月 25 日（水） ポケット『歯の話』  
あいなん幼稚園にて　　　　  
　　　　  10:00 ～ 11:00

家串保育所

おはな紙で遊ぼう !
城辺保健福祉センターにて (※要予約 )

7 月 1 日（火） ポケット『おはなし会』  
　　　　  10:30 ～ 11:30

7 月 5 日（土） 城の辺笹まつり
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水
無
月
俳
句
・
短
歌
集

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。

※上記情報は、広報誌掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

み
な
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４月受付分（敬称略）

地区名 子の名 保護者

４月受付分（敬称略）

地区名 亡くなった方 享年
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冷や汁

愛なん食育推進 愛なん「四季」の旬レシピ 第48 回 3

　愛南町では一年中水揚げがあるアジですが、旬は脂がのっ
てくる夏です。小さなものは巻き網漁で、大きなものは一
本釣りで大切に水揚げされています。

使用している愛南産の農水産物「アジ」

〈材料（4人分）〉
精白米
押し麦
　※合わせて2合
アジ
青じそ
麦みそ
ねぎ

押し麦は水で軽く洗い、水に浸しておく。

米は洗い、水気を切った押し麦を入れて普
通に炊く。

アジは腹わたを取り除いて焼き、身をほぐ
して、すり鉢でよくする。

③に麦みそを加え、粒がなくなるまですり
つぶす。

青じそは細い千切りにし、ねぎは小口切り
にする。

④にだし汁を好みの味になるまで加えて全
体をよく混ぜる。

器にご飯を盛って⑥をかけ、青じそ、ねぎ
をのせる。

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲 2420 番地 TEL(0895)72-1211 FAX(0895)72-1214
http://www.town.ainan.ehime.jp/

編 集 後 記

　愛南町役場の特別職員として本町のPRに尽力するご当地キャ
ラクター「なーしくん」。彼と同じ現場で仕事をすることも多い
私ですが、その都度、彼に対する愛着が増しています。
　いわゆる『ゆるキャラ』は 1980 年代の地方博覧会ブームで作
られたマスコットキャラクターが原点といわれています。当時
のキャラクターを思い出してみると昭和の香りを感じますが、
最近誕生したキャラクターの中にも、洗練されているとは言い
難く、「ゆるさ」に関しても完成度が低いように思えるものがち
らほら見受けられます。しかし、突っ込みどころが多く「とん
ちんかん」なところも『ゆるキャラ』の魅力の一つだとか。

　我が「なーしくん」は、船橋市の非公認キャラクターで、今
や国民的アイドルの地位を築き上げたあの人気者に名前が少し
似ているせいか、愛南ゴールドをモチーフにした頭の被り物が
梨に見えるのか、「なっしーくん」などと呼ばれることもあるよ
うで、知名度の高まりはこれからです。今年は「ゆるキャラグ
ランプリ」へのエントリーが決定的で、“全国デビュー”を果た
す「なーしくん」からますます目が離せません。
　私は、「なーしくん」のさらなる飛躍の秘訣は、オウムのよう
に人間の言葉を学習し、「なーし、なーし」と話せるようになる
ことだと、ありそうもない「なーしくん」の進化を心密かに待
望しています。

1と 2/3 合　　
1/3 合　　

中 2匹
2枚
60g
4g

作り方

～愛なん食育レシピ集より～

｛

※

⑤

①

②

③

④

お年寄りの声味噌で魚の臭みがとれ

るので、いろいろな魚

でおいしく作ることが

できます。 

⑥

⑦

栄養価 (1 人分 )
エネルギー
たんぱく質
脂質
カルシウム
塩分

334kcal
10.8g
1.3g
29mg
2.0g
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